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	肩書
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査定表
以下 ①～④の項目に関し、推薦依頼者（フェロー候補者）が該当するグレードの□に印をつけてください。
*1項目につき、複数選択不可。
*①～④のすべての項目に必ずご記入ください。
*Super-smart (SS)を5点、Smart (S)を4点、Aを3点、Bを2点、Cを1点で集計。
*本プログラム選考基準の一つとする。
*ご記入漏れおよび1項目に対し複数選択がある場合には、Cで集計。
1 　英語力（会話力に重きを置いて評価してください）

	□　SS
	□　S
	□　A
	□　B
	□　C

	ネイティブレベル
	専門知識を英語で
ディスカッション可能
	日常会話程度
	どちらかといえば不安
	コミュニケーションは困難


2 　臨床経験
	□　SS
	□　S
	□　A
	□　B
	□　C

	エキスパート
	臨床試験の
経験も十分ある
	標準的治療は可能
	指導医の下であれば
治療可能
	トレーニング中


3 　研究能力
	□　SS
	□　S
	□　A
	□　B
	□　C

	プロジェクトを決定しPIとしてプロトコルを作成しコンダクト可能
	主体的にFirst authorとしてプロジェクト遂行可能
	プロトコルがあればそれに従い研究可能
	指導医の下であれば
研究可能
	トレーニング中


4 　社会的適応力
	□　SS
	□　S
	□　A
	□　B
	□　C

	リーダーシップをもって
組織をまとめられる
	積極的なコミュニケーションを
行っている
	協調性に
全く支障はない
	相手からの働きかけがあればコミュニケーション可能
	コミュニケーションは困難


ESMO/JSCOフェローシップ・プログラムについて
がん医療は短期間に驚くほどに高度専門化し、これに関わる医師・研究者には、自らの専門性を高めるとともに、役割を分担して医療チームの一員として機能するための共通知識の習得が求められています。また、がん医療のグローバル化が急速に進み、国際協調なくして日常医療すら成り立たない時代になりつつあります。
本制度は、こうした状況に鑑み、ESMOと協働して、短期間の訪欧中に著明な欧州の専門家を紹介し、継続して助言・指導を受ける機会を提供する、新たな臨床腫瘍医育成プログラムです。

毎年欧州で開催されるESMO学術集会に日本から若手フェローを推薦・派遣し、同学術集会終了後も更に3日～1週間程度、欧州の有名な研究施設・病院をESMOの紹介で訪問し、先方のシニアにホストしてもらいメンター関係を築くことを目的とするのが本プログラムです。
プログラム2026の対象領域は、上部消化器、下部消化器、乳腺、呼吸器、泌尿器、婦人科、薬理学。
卒後約15年、40歳以下のフェローを派遣します。　
※同一施設からの派遣は原則1名とするが、診療科または領域が異なれば、その限りではない。しかしながら、同一施設からの派遣は、全派遣人数の半数を超えない範囲とする。若手研究者育成を目的とする本プログラムの性質上、35歳以下の研究者を優先的に選考することがある。 1推薦者につき1応募者のみを有効とする。
※欧州において確立された専門的な人脈を持たない若手会員に対し、本学会とESMOが協働でメンターとのネットワークを構築することを、ESMO/JSCO Fellowship Programの目的としています。よって、現在、欧州留学中または近い将来の欧州留学が確定している会員については、選考順位を低くすることを前提といたします。
本紙提出締切：2026年2月24日13：00必着
【問い合わせ先】
日本癌治療学会　ESMO/JSCO Fellowship Program担当　　Email：office@jsco.or.jp 　
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